　滋賀県守山市から　その２　
しっかりした説明なしに再開なんて！
フッ素洗口の再開めぐり市行政と話し合い
守山市すこやか生活課と交渉しました。（２００７年５月３１日）
　すこやか生活課は課長はじめ４人、こちらは保護者の私（伊藤）、歯科医師の津曲さん、教職員組合の大依さんの３人です。はじめに、２００６年２月２８日に「洗口液がいつもより濃い味がする」という子どもの指摘で一時中断となったフッ素洗口が２００７年５月下旬から再開された件について交渉しました。

２月２８日にすこやか生活課長、学校教育課長、小学校長の三者連名で「フッ化物洗口の中止について」という文書が出て、その中に「現在、調査中で結果が明らかになるまでフッ化物洗口は一時中止させていただきます。なお、結果が分かり次第、今後の対応についてお知らせさせていただきますので、よろしくお願いします」という文があります。
年度が変わっても一向に「今後の対応についてのお知らせ」が出ないので不思議に思っていました。ようやく出た「お知らせ」は守山市の広報で「小学校フッ化物洗口事業の再開」という見出しで「再開を５月中旬より予定しています」という表記でした。ここには、通常の濃度がどれだけで、その洗口時の濃度がどれだけで、危険とされる濃度がどれだけで、などという数値は一切出ていません。これでは説明責任が果たせていないではないか！いいかげんな対応である、数値の載った文書を保護者に出せ！と交渉をしました。

市側は「市のホームページに載せたこと。年度が変わって６年生が卒業していること。先に新聞発表したので、その後保護者に文書を出すのは不自然ということでやめた」という回答でした。　

その回答では説明になっていない。「今後の対応をお知らせします」と保護者あてに文書を出したのならば、同じように、三者連名で保護者に文書を出すべきだ！また、約４年前も同じような事件があったが、その時は数値を出して全保護者に文書を出しているではないか。（その数値自体も一桁ごまかしがあったが）数値を出した上で保護者に出すように！と迫りました。「今ここでは即答はできないので、検討させて欲しい」との返事で、期限を切って回答を待つことにしました。

二点目は、今年度フッ素洗口をするにあたり配られた「フッ素のしおり」について、推進側の都合のいいことしか載っておらず、インフォームドコンセントができていない、という内容です。市側は「厚労省のデーターを載せている。行政としては、公でないところから出ているデーターを載せることはできない」とのことで、予想通りの回答でした。

私たちの反論は、

○　厚労省はフッ素の推進派である。そのデーターしか信用しないとなると、当然推進側のみの「フッ素しおり」になる。インターネットでも書籍でも、あらゆるところでフッ素についての害が報告されている。両方の情報を対等に出した上で「する・しない」を問う必要がある。インフォームドコンセントができていない。

○　効果が上がっているという表現があるが、学校での歯科検診で守山はＣ０がやたら多い。しかも特定の歯科医師に多い。Ｃ０はむし歯にカウントされず、それがデーターに使われているが、どう考えるのか。

○　そもそも学校歯科検診は不十分な設備の中でやっている。これはむし歯の本数よりもむし歯があるか、ないかを調べる程度のものであるはず。それがむし歯の本数のデーターとなっている。矛盾している。

○　学校現場ではどれだけ負担になっているか、教職員の現場の声を聞いているのか。届けられた洗口液は保健室で保管するが、養護教諭がじっとそれを管理できるような実態ではない。次から次にやってくる子どもの対応に追われている養護教諭のことを考えているのか。また、直接的には、学級担任が子どもと接しているわけで、何かあれば担任が責められることになる。もっと現場の声を聞くべきだ。（アンケートをとるとの回答）

○　アンケートを教職員、保護者にとる場合、偏った内容のものでは推進するための資料となる可能性がある。事前に我々に見せてほしい。（これは８０２０推進会議で決めるそうで、ほぼ原案は出来上がっているとのこと。事前に見せることができないと断られました。）

○　フッ素洗口が導入され１２年たつ。導入時には全職員にフッ素についての研修があったそうだが、現在はまったく行われていない。ガラスのコップで洗口してしまうような事故が起こる可能性がある。すべての教職員がフッ素の毒性について知らないでいる現状をどう思っているのか。（５月より再開することの説明は各小学校を回ったそうだが、根本的な教職員の研修はできていないことが判明）

○　「しない」を選択した子どもは洗口時にどうしているのか把握しているのか。 

○　結局学校で行うことには無理がある。今、無理をして行っている状況である。学校で一斉に洗口をやりたがる人がいることは承知しているが、その人たちの面子などのために子どもが巻き込まれていることは許せない。やりたい人は学校ではなく、歯科医院で希望者がするというようにするべきである。

結局、いつもと同じような話をこちらがするような交渉でした。この４月に新しい課長になって、課長はフッ素の害について初めて聞くというような感じでした。しかし、濃度が二倍の洗口液により一時中断されたフッ素洗口が保護者にしっかりした説明なしに再開されたことに対して怒りを覚えずにいられません。

滋賀県守山市　　伊藤満明

